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新エネルギー自動車における BYD のグローバル電動化戦略 

 

劉学亮 

（BYD アジアパシフィック自動車営業事業部 総経理） 
 
 
愛知大学川井学長先生をはじめ、李所長、

関係者の皆さま、そして今日はリモートを通

じましてこのイベントに参加していただいて

いる全ての皆さん、こんにちは。私は BYD
アジア太平洋地域を統括させていただいてい

る劉学亮と申します。今日はよろしくお願い

いたします。 
 2020 年末には、日本政府がカーボンニュー

トラル目標を 2050 年と定め、そして今週の

月曜日に 2035 年、全ての新車販売を電気自

動車にするという菅首相の所信表明もありま

した。そういったことが大変記憶に新しいか

と思います。この電気自動車に長年携わって

いる BYD について、今まで何をやってきた

のか、そして何を考え、これから何をしてい

くかについて多くの方々が興味をお持ちでは

ないかと考え、今日この場を借りまして、ま

ず BYD について少し紹介をさせていただき

ます。それから電気自動車の普及につきまし

て、中国は世界の中でも相当ハイスピードで

進めている事実、ぜひ BYD の本社の所在地

でもあります中国の深圳を皆さんにご紹介し、

深圳で今まで何をやってきたかについてぜひ

見ていただきたいと考えています。深圳に続

きシンガポールをご案内したいと思います。

国民生活の視点からの電気自動車の取り組み

について、そこで少し何か見えるのではない

かと思います。それからシンガポールからイ

ンドへ移ります。インドは国土も大きく、人

口も多い大変複雑な国ではありますが、電気

自動車についての取り組みはいろいろな形で

行なっている状況があり、少しでも見ていた

だけたらと思います。最後に日本です。特に

BYD が何をやっているのか、それから今日本

で何を考えているかについて皆さんにご紹介

しながら今日の講演とさせていただきたいと

思います。 
 BYD について、基本的に 4 つの領域でビ

ジネスを行なっている会社になります。今か

ら 26 年前に現総裁であり創業者でもありま

す王伝福さんが深圳で二次電池を作る会社を

起業したのが BYD の始まりです。最初のカ

テゴリのビジネス領域というのが電子デバイ

ス、俗に言いますと IT ビジネスです。携帯

電話に例えるとすれば、部品から携帯電話そ

のものを作る OEM 事業と考えていただくと

分かりやすいかと思います。1 つのデータを

挙げますと、世界で携帯電話の 10 台に 1 台

は何らかの BYD のパーツを使っていると思

っていただけると、BYD の電子デバイス事業

がご理解いただけるかと思います。特にこの

電子デバイス事業においては日本と大変ご縁

がございまして、今から 20 年ほど前にわれ

われは全ての日本の電機メーカーさんとお付

き合いさせていただいた経緯もあります。 
 それから 2番目はクリーンエネルギーです。

これは基本的に BYD の電池事業を指してい

ます。BYD の電池というのは携帯電話に使わ

れている小型電池から電気自動車は当然です

が、今皆さんが大いに議論している大型の蓄

電池まで携わっております。特にこの蓄電池

に絡みますと、今日本でも再生可能エネルギ
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ーの議論の中で思ったのは、ソーラーパネル

やその他の再生エネルギーにおいても蓄電池

と組み合わせて初めてエネルギーを最大限に

生かせるということです。実は現在、日本各

地でわれわれのパートナーと一緒に BYD の

大型の蓄電池の実証実験を行なっているとこ

ろです。 
 それから 3番目につきましては自動車です。

また後ほど触れますが、今から 17 年ほど前

に自動車産業に入りました。当時は電池を作

っている BYD がなぜ自動車産業に入るのか

相当疑問を持たれました。今はっきり申し上

げられる理由はとても単純です。BYD が作っ

ている電池を乗せた車を生産したい、その電

気自動車を世の中に提供していきたい。その

思いだけで自動車産業に入ったわけです。特

に電気エネルギー自動車の領域においては、

2020 年まで中国の市場において連続 8 年、

中国のナンバーワン販売台数になりました。 
 それからもう一つの領域というのが、モノ

レール事業です。これは今から 7～8 年前に

研究開発を始めたものです。このモノレール

ビジネスはとてもシンプルで、中国は当然で

すが、世界を見ても大都会では相当大渋滞が

あちらこちらで起こっています。BYD のコン

セプトは、渋滞している交通を地上から空中

に持っていくというとてもシンプルな考え方

でモノレール事業ビジネスを行っています。 
このように BYD が現在行なっている事業

は 4 つです。全世界における国づくり、全会

社に対して、これからの事業展開において何

かの形でお役に立ちたいということが BYD
のビジネスのコンセプトとご理解いただきた

いと思います。 
 自動車の分野におきまして、一言で言うと

BYD の製品戦略は 7+4 という数値で表現し

ております。この 7 というのが、路線バスや

観光バス、タクシー、自家用車、物流用車、

建設用車、それからごみ収集車の清掃車両と

いった、私たちが日常に目にしている全ての

車両を電気自動車にできるという 7つの分野

です。それから 4 というのが本当に特殊な分

野ですが、空港、港、鉱山、それから倉庫、

この 4つの特別な領域に電気車両を提供して

いくこと。すなわちこの 7+4 というのが、陸

上で走っている全ての車両を BYD が電気自

動車として提供するという単純な製品戦略で

す。この電気自動車について興味がある方が

多いかと思いますので、まず中国の深圳での

事例を紹介します。ちょうど今から 10 年ほ

ど前の 2011 年に BYD が深圳で 200 台の電

気バスと 200 台のタクシーを提供しました。

10 年前というのは、皆さんが電気自動車に対

して相当疑問を持たれていた時期です。電気

自動車の特に航続距離、それから充電施設を

含めたインフラ整備、何より安全性はどうだ

というような疑問があった時期でした。先ほ

どもご紹介いたしましたが、BYD はこの電気

自動車を普及させることを使命と考えており、

BYD があえて公共事業に電気自動車を提供

するという 1 つ理由でもあります。本来は自

家用車として電気自動車を出すのが普通に考

えられますが、自家用車というのは実はほと

んど乗らない方が多いのです。例えば東京の

ケースのデータを見ると、一日に 1 台の自家

用車が平均 27 分～38 分しか走らないという

データがあります。また、天候が悪くてもお

そらく地下鉄などを利用しますので自家用車

として電気自動車が日々使われるとは言えま

せん。しかし、公共事業に関わるバスやタク

シーは 365 日、1 年中走り続けます。特に中

国の深圳の場合は、タクシーが 24 時間運行

しています。公共事業における車両が実は一

番利用されていることから大胆な考え方です

が、公共事業に使われている車両が電気自動

車になれば電気自動車の時代が来たと言って

も過言でないと思います。そんな単純な考え

で深圳に電気自動車を投入いたしました。当
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初はいろいろ大変ではありましたが、結果と

して 6 年間を通じて 2017 年に深圳における

16,359 台の路線バスを全部電気バスに替え

ることができました。その 2 年後の 2019 年

には深圳の 22,000 台のタクシーを全て電気

自動車にすることができました。 
 バスの例をもう一つ紹介いたしますと、

BYD はグローバルな会社ですので、中国のみ

ならず世界各地で必要とされる所には技術や

製品を提供していくのがBYDでありますし、

2020年の年末までにBYDは日本を含め全世

界で 67,000 台の電気バスを世界 50 カ国 300
以上の地域や都市に投入いたします。1 つの

数字をご紹介しますが、1 台の電気バスの一

日の平均走行距離を200kmで計算した場合、

BYDの電気バスが毎日1,340万km走ること

になります。1,340 万 km という数字は、地

球を毎日 335 周回る計算になります。おそら

く世界で一番走っている電気バスではないで

しょうか。それから、先ほど公共事業に関わ

る車両をまず電動化しなければならないとお

話しさせていただきました。トラック、特殊

車両など建設現場で主に使われている車両に

ついても、深圳をはじめ中国全土において基

本的に全て電動化しつつあるというところで

す。そして 2020 年の後半に、2035 年までに

中国の全ての公共交通に関わる車両を電気自

動車化すると中国政府も公表いたしました。

これは達成されると見ておりますし、中国か

ら世界にこれから広がっていくのではないか

と思います。それから皆さんに関係の近い自

家用車につきましては、日本も含めこれから

電動化していく流れは間違いありませんので、

ここではあえて言わないことにしておきます。 
 

 

続いてシンガポールです。ご承知のとおり、

東京 23 区よりやや大きい国です。参入して

から 7 年くらい経ちますが、経済状況、国民

の環境などに対する意識、それから何より小

さな国土が電気自動車の普及には一番ふさわ

しい国だと考えました。しかし、参入当初は

想像と違い、本当に電気自動車に対する受け

入れというか、準備もできておりませんでし

た。そこで深圳モデルを参考にしながらシン

ガポール政府や現地のパートナーと一緒にあ

らゆるシミュレーションを行い、普及のため

の議論や活動を行なってきました。特に電気



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.14(1) 2021 
 

 62 

バスは 2 年間以上の実証実験を行ない、2021
年にようやく電気バスの普及を進める段階に

なったところです。タクシーにつきましても、

充電インフラを含め、充電設備や充電器、そ

ういったロードマップを現地の政府や関係者

と一緒に作り、2016 年前後に BYD の電気自

動車をシンガポール初めての電気自動車タク

シーとして運行することができました。それ

から、シンガポールという国も日本でいう団

地が多く、高齢化社会を迎えつつあるところ

が日本に似ています。団地の 1 階には屋台が

多くあり、シンガポールでは夜はその屋台で

食事をされる方が多いです。そのため、ごみ

収集車といった清掃車両の電気自動車化をシ

ンガポールに提案しました。2020 年から始め

ておそらく 2022 年まで、遅くても 2023 年ま

でにはシンガポールにおける全ての清掃車両

を全部電気自動車に替えることができると思

っています。シンガポールはアジアの国々と

しては早い時期となる 2040 年に燃料自動車

の販売禁止を決めた国の 1 つです。このよう

に電気自動車を中心として、これから国民生

活にどうかかわっていくのかしっかりと見え

る形での取り組みを今まさにシンガポールで

行っています。 

 

 
シンガポールに続いてインドです。インド

は本当に複雑な国で、一言で言うことはでき

ません。2015 年だと思いますが、初めて電気

バスをインドに持っていきました。インドと

しても初めての電気バスを受け入れとなりま

す。最初に選んだ場所はバンガロールでした。

インドのシリコンバレーとよく言われている

都市ですので、テクノロジーのあるもの、そ

して新しいビジネスに大いに関心がある都市

であろうと思っていました。しかし、先進的

な都市といえども電気バスの輸入は初めての

ことで、税関としてはどのように関税を掛け

ていけばいいか、まずそこから議論が始まり

ました。それから輸入することができ、政府

関係者にお披露目した際の最初の質問で、こ

の電気バスのエンジンはどこにあるか、ドア

を閉めないと何でこの車は走り出せないのか

と聞かれたことを覚えています。そして乗車

後には一生懸命窓を開けようとするのです。

これはインドではごく普通のことで、バスの
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ドアはあってもなくても構わないものであっ

て、窓がほとんどないものもあり、当然エア

コンが付いていない路線バスが多いという当

時の国事情もありました。時間をかけそうい

うあらゆる面についてインド政府やパートナ

ーとたくさんお話させていただく中で、特に

インドの PM2.5 は中国よりもっとひどい実

情がありましたので、インドはやはり電気自

動車にしなくてはいけないと思いました。電

気自動車化するにあたり、公共交通機関が一

番利用されている交通ツールでした。環境面

から一番利用量の多い公共交通機関を電動化

しようと考え多くの話を聞き、そして行動に

移し、現在では 1,000 台以上の電気バスをイ

ンドから受注しています。インドで走ってい

る数量でいきますと 43％のシェアとなりま

す。 

 

 
もう一つエピソードを紹介します。この 2

枚の写真はこういったイベントでお見せする

のは今回が初めてになります。これはインド

の北にありますヒマラヤ山脈の写真です。こ

こは標高 3,980m で、これは今から 5～6 年

前だと思います。BYD の電気バスがバンガロ

ールなどで試運行しているときに政府から呼

ばれまして、ぜひこの山道を電気バスで走り

たいと言われました。正直申し上げますと、

いくら BYD といえども私自身も躊躇しまし

た。しかし 6 年前の技術と今の技術では相当

また進歩したところもあり、若い BYD の社

員たちがやらなければ始まりませんので、試

運行を行うことになりました。試運行という

のは 1 回走って行くだけではありません。こ

れは毎日走らなければなりませんし、この山

道が一方通行でもありません。極端な話が、

この細い山道で車が途中で止まってしまった

ら相当大変なことになります。片道が 52km、

往復で 104km あります。そして毎日走らな

くてはいけない。そこで中国の本社から中型

の電気バスをヒマラヤに持ってきました。1
ヵ月間毎日走って、毎日山登りし続けました。

私自身も相当感動しましたが、インドの皆さ

んもたぶん私よりも感動したと思います。こ

こで電気バスを導入する目的は自然環境保護

のためでした。無事試運行も終わり、2 年後、

われわれは数十台の電気バスをここに入れま
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した。現在も一日 104km を走っているとい

う状況です。 
 中国にしても、シンガポールにしても、そ

してインドにしても、あらゆる国や地域がこ

の自動車の電動化を始めていくのは確実な流

れです。やるかやらないかではなく、どうい

うふうにやっていくかを常に考えています。 

 

 
日本には2015年に初めてBYDの電気バス

を京都に入れさせていただきました。この一

番左の上の写真は京都駅の赤いバス、この写

真を見る度に実に感慨深いものがあります。

当初はパートナーのみならず、日本の中央政

府、自治体、物流会社、電力会社、本当に数

多くの企業とこの話をしながら、やっと実現

されたものです。それから 2015 年から 2017
年の間はあえてほかの地域に広げることをせ

ず、とにかく BYD のバスで京都をとことん

走り、日本での影響やどのようなメリットが

あるのかについて実証実験を行いました。こ

の実証実験というのは実験室での実験ではあ

りません。私たちの考え方は基本的に市場マ

ーケットそのもので実証実験していくもので

す。そのため新しい地域に参入する場合にお

いても実験室の数字はそれほど気にしません。

実験室の数字は現地での数値よりもよいもの

となりますが、お客様に提示するのは基本的

に現地での実証実験で得られた数字ですので、

そういった数字だからこそ選択や決定のため

の参考にしていただけるものだと思います。

それから 2 年後に、この 2 番目の写真が沖縄

の写真です。クルーズ船が沖縄に寄港したと

きに電気バスで皆さんを沖縄市内に連れて行

くものです。それから東北の岩手、福岡、長

野、埼玉、長崎、東京といった所へ入れさせ

ていただきました。そして特に真ん中の一番

右にあるのが J6 という車種で、これは一番

下の右の赤とオレンジ色のものと同じ車種で

す。真ん中の写真のものが東京の上野動物公

園で運行しており、右下のものが長崎のハウ

ステンボスで走っています。この J6 につい

てですが、日本に最初に持ってきた車両は全

長 12m のバスです。私が初めて福島に来た

時にも感じたことですが、日本の地方では本

当に高齢化の進み方も激しく、活気もそれほ

ど感じなかったりもしました。そして何より、
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大型バスの中古車両が各地方を走っていたの

です。大都会で走ったものがその後地方にき

ているのですが、これでは地方の社会づくり

がうまくいかないと思います。これからの地

方の社会作りにおいては、中古車両を持って

くるのではなく、その地方に合うような交通

ツールを提供しなければならない。そこで

BYD はこういった地域の状況、そしてこれか

ら日本社会の高齢化に対応するためのビジョ

ンに合わせながら、この中型の J6 というバ

スを日本のために開発しました。そして 2020
年の 8 月に BYD の電気バスが日本で累計走

行距離 100 万 km を越えました。 
 この電気自動車の取り組みというのは、バ

スの運行会社だけのビジネスではありません。

皆さんご存じのとおり、日本政府も世界にグ

リーン成長戦略を発信しました。2030 年に東

京都、2035 年に日本全国の自動車の新車を、

全部電動化にする取り組みは実に素晴らしく

思います。現在、全世界を見ていきますと、

おそらく 17 カ国、また 25 の都市が既に新車

販売を全て電動化にすることを宣言しており

ます。特に興味深い事例を 1つ紹介しますと、

イギリス政府が 2040 年に新車販売を全部電

動化にするという目標を発表していましたが、

2020 年 2 月に目標を 2035 年に前倒し、さら

に 2020 年 11 月には目標を 2030 年に前倒し

ました。先ほど申し上げましたとおり、電気

自動車の普及というものが世の中の確実な流

れとなります。しかし、この電気自動車とい

うのは交通ツールに限られるものではありま

せん。これから皆さんそれぞれのライフスタ

イルに大きく影響していく、まさに新しいラ

イフプラットフォームであると考えます。 
 

 

最後に日本のケースを 2 つご紹介します。

左が皆さんご承知の長崎にあるテーマパーク

のハウステンボスさん。そこは本当に素晴ら

しいテーマパークで自然環境をどういうふう

にテーマパークに生かしていくか、社長をは

じめ全員が一丸となって取り組んでいること

にとても感心したことを覚えております。

2020年までにハウステンボス様がBYDの電

気バス 2 車種合計 10 台を導入して、駅から

テーマパークまで、また園内の走行に電気バ

スを使っています。そういった取り組みによ

って、自然環境と一体になっていくような気



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.14(1) 2021 
 

 66 

がしました。それから右が、日本のパートナ

ーの 1つであるカクイチという会社が長野に

あります。この会社は 133 年の歴史を持つ会

社であり、メインビジネスは農業に関わって

いるものが多いです。BYD から社長自らが電

気フォークリフトを最初に入れました。後で

聞いた話ですが、カクイチさんの社員が農家

を訪れた際に気になることがありました。野

菜を収穫する季節になると、特に大量になっ

てくるとフォークリフトを使わなくてはなら

ない。けれども、フォークリフトの排気ガス

が新鮮な野菜に掛かってしまうことが気にな

り、悩んでいたそうです。そこでカクイチさ

んが農家さんたちに電気フォークリフトを提

案したところ大変喜ばれたそうです。 
 これらのことが何を意味するのかと言いま

すと、この電気自動車をベースにした取り組

みはあらゆる企業に本当に欠かせなくなると

いうことです。中国のみならず、国土が小さ

く導入しやすいシンガポールや国土が大きく

複雑なインド、そして先進国の日本は相当技

術を持ち、環境に対する意識も高い。これか

らたくさんのビジネスが生まれてくる時期に

おいては、エネルギーをベースにしたあらゆ

る可能性を考え、いろいろな業界へ手掛けて

いけたらと考えています。 
 BYD はグローバルな企業展開、事業展開を

これからも行っていきます。これからの日本

のカーボンニュートラルや自動車の電動化、

再生可能エネルギーの取り組みなど、これは

1 個人や 1 企業、1 国でできる事業ではあり

ません。全ての企業、全ての人がこれから目

指していく社会、それに向けてぜひとも BYD
の商品、技術、それからサービスを有効に使

っていただけたら大変うれしく思います。 

 
この美しい富士山を背景に、富士急ハイラ

ンドで今運行しているのは BYD の電気バス

です。今は新型コロナウイルスにより大変な

時期かもしれません。しかし、新型コロナウ

イルスの流行は必ず終わります。ぜひ新型コ

ロナウイルスが終息したときには、皆さん元

気にご家族と一緒に日本のあちらこちらへ出

掛けていただき、BYD を含め電気バスに乗っ

ていただけたら大変うれしく思います。時間

がやってまいりましたので、今日の私の話は

これで終わらせていただきます。本当にあり

がとうございます。 


